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市役所の政策がより良くなると思う提案があ
る場合、議員はその案を市役所側に示し、実
現に向けた方針を尋ねます。

また、一般質問の内容は、公式な会議録とし
て保存されています。過去の議事録や取り組
みを参照し、現在の市役所の方針を問いただ
します。

一般質問って、何のため一般質問での提言やチェックの行方は‼

市役所が「取り組んでいる事」や「事業の進
捗状況」を詳しく尋ねることで、市の取り組
みの意図や内容を市民に知らせることができ
ます。
ただし、うまく取り組みが進んでいない場合
は、そこから提案や追及が始まります。

市役所が役割や責任を果たしていないと感じ
られる場合、追及の質問をして、より良い取
り組みになるように働きかけをします。

②市役所への追及①市役所への提案

③議員活動による提言

④事業の確認

　「一般質問」とは、定例会の場で、議員が市役所に対して行う質問のこと
を指します。議員には１時間を限度としてこの機会が与えられていて、日常
の議員活動の中で問い合わせを受けた問題や独自に調査した課題について質
問するほか、行政全般について自由に質問を行い、意見を述べることができ
ます。

　そのため市民生活に関わることや、江田島市の今後の在り方など身近な問
題について取り上げられます。そう考えると国会以上に見ていて「そうそ
う！」と思えるポイントがあるかと思います。

　あらためて「何のため」かというと、ほとんどが議員の役割ともいえる、
下の四つの目的で質問しています。

一般質問で執行部が「協議します」や「検討します」
と答弁した内容について、その後どのようになったの
かをお知らせします。

つ
の
役
割

議員は定例会という公の場で、日頃の議員活
動で得た、自らの考えや市民からの要望を質
問することで、市役所の政策に取り入れても
らえるように提言します。

チ
ェ
ッ
ク
機
能

行
政
へ
の
提
言

　
ま
ず
、
令
和
６
年
度
か
ら
、
乳
幼
児
等
医
療
費
の
支
給
対
象
を
18
歳

ま
で
拡
大
し
、
名
称
も
こ
ど
も
医
療
費
に
変
更
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
の
充
実

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
妊
娠
・
出
産
を
望
ま
れ
る
方
へ
の
支
援
を
拡
大

し
、
本
年
度
か
ら
「
ひ
ろ
し
ま
ネ
ウ
ボ
ラ
」
に
参
画
し
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
保
健
師
と
の
面
談
機
会
を
５
回
か
ら
７
回
に
増
や
し
、
面

談
時
に
ギ
フ
ト
（
出
産
・
育
児
グ
ッ
ズ
）
や
お
む
つ
ク
ー
ポ
ン
券
の
交

付
も
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
ミ
キ
ハ
ウ
ス
と
連
携
協
定
を
締
結
し
、

足
育
計
測
会
を
協
働
で
実
施
す
る
な
ど
し
、
子
育
て
世
帯
の
交
流
の
場

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
他
に
も
こ
ど
も
の
居
場
所
確
保
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、「
子
育
て
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
」
を
着
実
に
進
め
ま
す
。

「
全
体
的
な
財
源
の
状
況
に
目
を

配
り
な
が
ら
可
能
な
限
り
の
子
育

て
支
援
を
検
討
し
ま
す
」
は
ど
う

な
っ
た
の
か
？

　
今
年
の
９
月
を
目
標
に
、
他
県
で
も
実
績
の
あ
る
、

簡
易
的
な
集
合
埋
設
設
備
（
２
０
０
頭
の
処
理
が
可

能
な
コ
ル
ゲ
ー
ト
管
）
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

　
費
用
に
つ
い
て
は
、
国
に
補
助
金
の
申
請
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、設
置
場
所
で
す
が
、大
柿
町
深
江
の
オ
リ
ー

ブ
団
地
の
近
く
を
予
定
し
て
い
ま
す
。　

イ
ノ
シ
シ
捕
獲
後
の

処
理
施
設
の
検
討
は

ど
う
な
っ
た
か
？

　
当
面
一
か
所
設
置

し
、
捕
獲
者
の
利
用

状
況
を
見
て
、
今
後

の
対
応
を
考
え
ま
す
。

和歌山県内の処理施設

面談時のギフト

令和5年9月議会

令和５年12月議会
令和６年12月議会

あの質問
どうなった ! ?

　
本
年
度
か
ら
運
用
さ
れ
る

「
江
田
島
市
こ
ど
も
計
画
」

が
計
画
通
り
進
む
か
ど
う
か

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
は
私
た

ち
の
務
め
で
す
。

　
埋
設
施
設
の
設
置
に
向
け
た
取
り

組
み
は
進
ん
で
い
ま
す
が
、
イ
ノ
シ

シ
問
題
は
大
き
な
課
題
で
す
。

　
現
在
、
大
須
・
幸
ノ
浦
地
域
で
総

合
防
除
を
試
行
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
な
か
な
か
全
域
に
広
が
り
ま
せ

ん
。
引
き
続
き
、
わ
れ
わ
れ
の
提
言

が
重
要
で
す
。
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６月定例会

江田島市議会　中継

本会議のライブ中継・録画映像は、ご自宅の
パソコンやスマートフォンから視聴できます。

全ての議案名および議案の議員別賛否は、
市議会ホームページでご覧いただけます。

６月定例会
6/17 ～ 6/27

三つ

議案……　11件
承認……　２件
報告……　４件
発議……　２件

議
案
第
42
号
　
令
和
７
年
度
江
田
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

Point
1

水
産
業
振
興
費
と
し
て
約
５
１
３
４

万
円
の
補
正
予
算
が
組
ま
れ
て
い
る

が
内
容
は
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

農
業
研
修
ハ
ウ
ス
に
２
８
９
万
円
の

予
算
が
つ
い
て
い
る
が
、
ど
う
し
て

必
要
な
の
か
。

三
高
東
漁
港
で
は
桟
橋
を
つ
な
ぐ
チ

ェ
ー
ン
が
切
れ
て
お
り
、
台
風
の
前

に
修
理
が
必
要
で
す
。
荒
代
桟
橋
も
傾
い

て
い
て
、
流
さ
れ
る
と
周
辺
に
被
害
を
及

ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
安
全
確
保
の
た

め
の
補
修
・
撤
去
費
用
で
す
。

議
案
第
36
号
　
江
田
島
市
旅
客
船
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
に
つ
い
て

「
中
町
・
高
田
～
宇
品
航
路
」
に
つ
い
て
、
今
後
も
安
定
し
て

運
航
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
令
和
７
年
10
月
か
ら
運
賃
を
見
直

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
通
勤
・
通
学
用
の
定
期
券
に
は
、
割

引
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

中
町・高
田
～
宇
品
航
路
の
運
賃
を
値
上
げ
し
ま
す
。

Point
２こ

ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

５
年
間
の
指
定
管
理
期
間
中
、

運
賃
は
９
８
０
円
か
ら
１
０
８

０
円
へ
引
き
上
げ
ら
れ
る
が
、
利
用

者
に
は
負
担
感
が
あ
る
。
今
後
、
燃

料
費
な
ど
が
上
が
っ
た
場
合
で
も
、

１
０
８
０
円
を
上
限
と
し
て
運
賃
を

維
持
す
る
前
提
な
の
か
。

事
業
者
か
ら
の
提
案
に
基
づ
き
、

最
大
１
０
０
円
の
値
上
げ
を
前

提
と
し
た
５
年
間
の
収
支
計
画
を
基

に
、
市
が
運
航
を
任
せ
る
事
業
者
を

選
び
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
期
間
中

に
運
賃
を
再
び
見
直
す
予
定
は
な
く
、

１
０
８
０
円
で
対
応
し
て
い
た
だ
く

方
針
で
す
。

議
案
第
40
号
　
市
有
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

　
廃
止
さ
れ
て
い
た
旧
楠
田
集
会
所
を
、
地
域
で
の
活
用
を
希

望
す
る
柿
浦
自
治
会
に
無
償
で
引
き
渡
す
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。
今
後
は
地
域
の
集
会
施
設
と
し
て
再
び
活
用
さ
れ
ま
す
。

譲
渡
財
産

名
称
：
旧
楠
田
集
会
所

所
在
地
：
江
田
島
市
大
柿
町
柿
浦
１
７
６
番
地
１

譲
渡
先

名
称
：
江
田
島
市
柿
浦
自
治
会

　
定
額
減
税
に
伴
う
給
付
金
の
支
給
や
、
水
産
業
施
設
の
安
全

対
策
工
事
な
ど
を
進
め
る
た
め
、
総
額
１
億
９
２
８
８
万
３
０

０
０
円
の
補
正
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

廃
止
さ
れ
て
い
た
施
設
を
無
償
で
引
き
渡
し
ま
す
。

Point
３こ

ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

旧
楠
田
集
会
所
は
建
築
か
ら

24
年
が
経
っ
て
い
る
が
、
柿

浦
自
治
会
が
ど
の
よ
う
に
活
用
し
、

光
熱
水
費
の
負
担
は
ど
う
な
る
の

か
。

今
後
は
柿
浦
自
治
会
に
引
き

渡
し
た
上
で
、
地
域
活
動
の

場
と
し
て
使
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　
光
熱
水
費
に
つ
い
て
は
、
市
の

２
分
の
１
補
助
制
度
が
あ
り
、
自

治
会
と
市
が
費
用
を
分
け
合
い
ま

す
。

旧楠田集会所

瀬戸ブルー

新
し
く
農
業
を
始
め
た
い
人
の
研
修

で
使
用
す
る
研
修
用
ハ
ウ
ス
の
内
張

り
資
材
が
古
く
、
使
用
に
支
障
が
出
る
た

め
、
安
全
に
使
え
る
よ
う
補
修
す
る
費
用

を
計
上
し
ま
し
た
。

宮
下
筧
本
上
本
平
本
美
濃
古
居
長
坂
岡
野
平
川 沖 沖

元
上
松
吉
野
浜
西
山
本
酒
永

予
算

令和７年度江田島市一般会計補正予算（第１号）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 ー

条
例
の
制
定
・
一
部
改
正

江田島市議会議員及び江田島市長の選挙における選挙運動費用の公費
負担に関する条例の一部を改正する条例案について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 ー

江田島市旅客船設置及び管理条例の一部を改正する条例案について

〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 ● ー

市有財産の有償譲渡について（旧ユウホウ紡績工場跡地及び社宅跡地）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 棄 ー

発
議

介護・障害福祉分野の従事者の処遇改善及び経営安定化を求める意見
書案について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 欠 〇 〇 〇 〇 ー

主な議案の賛否

○…賛成　●…反対　欠…欠席　棄…棄権　―…議長職（議長は採決に加わりません）

補修される研修用ハウス三高東漁港
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一般質問

山
林
火
災
や
災
害
な
ど
の

緊
急
時
に
お
け
る
林
道
の

役
割
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

市
長
林
道
に
つ
い
て
は
、
路

線
ご
と
に
維
持
管
理
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

老
朽
化
は
、
顕
著
に
表
面
化
し

て
お
り
、
今
年
度
か
ら
、
危
険

個
所
に
事
前
把
握
や
、
安
全
な

通
行
を
確
保
す
る
た
め
、
道
路

パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
点
検
や
草

刈
り
等
の
維
持
管
理
業
務
を
担

う
、
イ
ン
フ
ラ
施
設
等
清
掃
員

を
増
員
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
の
維
持
管
理
の
在
り
方
に

つ
い
て
、
作
業
員
や
財
源
確
保

な
ど
、
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要

で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
の
令
和
６
年
１

月
に
発
生
し
た
陀
峯
山
林
野
火

災
で
は
、
林
道
が
延
焼
を
防
ぐ

防
火
線
と
し
て
の
機
能
を
果
た

す
と
と
も
に
、
消
火
活
動
や
資

機
材
の
搬
入
等
に
活
用
さ
れ
、

被
害
の
拡
大
防
止
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
ま
し
た
。
災
害
時

に
、
主
要
道
路
が
利
用
で
き
な

く
な
っ
た
際
に
は
、
住
民
の
避

難
路
や
物
資
の
輸
送
路
と
し
て
、

そ
の
機
能
を
発
揮
し
、
地
域
の

安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
の
、

大
切
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。

防
火
水
槽
の
増
設
は
し
な

い
の
か
。

古居　俊彦
林道の新たな整備はしないのか？

答 大切なインフラであり、維持管理に努めていきます

消
防
長
主
要
な
山
林
や
大
須

線
等
の
林
道
沿
い
に
、
防
火
水

槽
を
整
備
し
て
お
り
、
一
定
の

役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
近
年
の
林
野
火
災
で
は
、

主
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
空

中
消
火
や
、
海
岸
線
か
ら
の
長

距
離
ホ
ー
ス
延
長
に
よ
り
対
応

し
ま
し
た
が
、
現
場
近
く
に
水

利
が
あ
る
こ
と
は
初
期
消
火
に

は
有
効
で
す
。

お
わ
り
に

　

わ
れ
わ
れ
江
田
島
市
民
に

と
っ
て
最
大
の
観
光
資
源
は
、

風
光
明
媚
な
景
色
で
あ
り
、
そ

の
景
色
を
維
持
し
て
い
く
こ
と

は
、
大
変
な
こ
と
で
す
。
江
田

島
市
と
い
う
一
つ
の
島
に
住
ん

で
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
魅
力

に
な
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
災
害
時
に
、
迂
回
路
と
し
て
、

物
資
の
輸
送
路
と
し
て
、
あ
っ

ち
か
ら
行
け
な
け
れ
ば
、
こ
っ

ち
の
道
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
か
。

そ
う
い
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
的

に
道
路
を
整
備
し
て
い
く
こ
と

が
大
事
な
こ
と

で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

※
外
国
人
へ
の

サ
ポ
ー
ト
に
つ

い
て
も
質
問
し

ま
し
た
。

問問

ＱＲコードを読み取ると録画映像が視聴できます。

１　古居　俊彦　　　　林道の新たな整備はしないのか？　　　　　
２　岡野　数正　　　　農業を目指す担い手をどのように育成するのか？　　　　　　
３　宮下　成美　　　　大柿高校の維持に向けた取り組みの強化を！
４　平本　美幸　　　　市民に「届け・伝わり・理解される」情報発信を！　　　　　　　　　
５　美濃　英俊　　　　江田島市の将来を担う働き手を、どう確保するのか？
６　長坂　実子　　　　偏見や差別意識を解消し、多文化共生社会の実現を！
７　筧本　　語　　　　重要な観光資源である観光潮干狩りの復活を！
８　上本　雄一郎　　　ごみの減量化を一層進め、財政構造の転換を！

質問者　８人

一般質問
市の考えを問う

現
状
と
将
来
的
な
再
編
リ

ス
ク
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
か
。

教
育
長
令
和
７
年
度
の
大
柿

高
校
の
生
徒
数
は
76
名
で
、
現

時
点
で
は
再
編
基
準
に
該
当
し

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
生
徒
の
ほ

と
ん
ど
が
市
内
中
学
出
身
の
た

め
、
少
子
化
が
続
け
ば
生
徒
数

確
保
が
厳
し
く
な
る
と
予
想
さ

れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
令
和
８
年

度
か
ら
の
私
立
高
校
授
業
料
無

償
化
は
、
公
立
高
校
か
ら
の
生

徒
流
出
を
加
速
さ
せ
る
可
能
性

が
あ
り
、
こ
れ
も
再
編
リ
ス
ク

を
高
め
ま
す
。
こ
れ
ら
の
状
況

を
踏
ま
え
る
と
、
大
柿
高
校
が

今
後
、
再
編
検
討
の
対
象
と
な

る
可
能
性
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

市
は
、
地
域
に
高
校
が
あ
る
こ

と
の
重
要
性
を
認
識
し
つ
つ
も
、

生
徒
に
と
っ
て
よ
り
良
い
学
び

の
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
学

校
と
連
携
し
魅
力
向
上
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

大
柿
高
校
サ
ポ
ー
ト
事
業

の
具
体
的
成
果
と
、
そ
の

継
続
・
拡
充
の
考
え
は
。

教
育
長
大
柿
高
校
サ
ポ
ー
ト　

事
業
は
、
活
性
化
と
魅
力
化
の

二
つ
の
柱
で
教
育
活
動
を
支
援

し
て
い
ま
す
。
地
域
学
習
、
検

定
、
部
活
動
へ
の
補
助
に
加
え
、

中
学
校
と
の
連
携
強
化
、
通
学

本
年
３
月
「
第
２
次
江
田

島
市
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ

ン
」
が
策
定
さ
れ
、
今
後
10
年

間
で
実
施
す
る
施
策
の
基
本
方

針
が
定
め
ら
れ
た
。
自
立
し
た

農
業
の
担
い
手
を
ど
の
よ
う
に

育
成
す
る
の
か
。

市
長
本
市
で
は
平
成
24
年
度

に
新
規
就
農
者
研
修
制
度
を
立

ち
上
げ
担
い
手
の
確
保
・
育
成

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
研
修

修
了
生
に
は
、
就
農
に
必
要
な

設
備
投
資
に
係
る
経
費
の
助
成

や
、
担
い
手
の
規
模
拡
大
を
支

援
す
る
た
め
、
江
田
島
市
農
地

バ
ン
ク
制
度
を
活
用
し
て
農
地

集
積
に
取
り
組
み
ま
す
。

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
が

進
む
本
市
に
お
い
て
、
新

規
就
農
者
研
修
制
度
で
は
10
年

で
５
人
の
修
了
生
を
見
込
ん
で

い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
離
農
率

を
考
え
る
と
十
分
な
人
数
と
い

え
る
の
か
。

産
業
部
長
離
農
者
や
高
齢
化

を
考
え
れ
ば
、
農
業
の
担
い
手

確
保
の
観
点
か
ら
言
い
ま
す
と
、

10
年
で
５
人
は
決
し
て
十
分
な

数
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
産
地
全
体
で
の
出

荷
量
は
伸
び
て
い
る
現
状
も
あ

り
ま
す
の
で
、
生
産
性
の
向
上

や
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
な
ど

の
支
援
に
努
め
ま
す
。

今
般
の
物
価
高
騰
は
農
業

用
ハ
ウ
ス
の
整
備
に
も
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

最
新
の
農
林
水
産
省
の
統
計
資

料
で
も
令
和
２
年
か
ら
令
和
５

年
の
４
年
間
で
農
産
物
資
材
全

般
は
１
２
１
％
、
農
業
建
築
資

材
は
１
３
７
％
へ
と
価
格
上
昇

し
て
お
り
、
就
農
希
望
者
に

と
っ
て
は
厳
し
い
現
実
が
あ
る
。

ハ
ウ
ス
整
備
に
係
る
補
助
が
あ

る
が
、
物
価
高
騰
に
合
わ
せ
た

補
助
対
象
事
業
費
の
引
き
上
げ

を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

産
業
部
長
直
ち
に
予
算
措
置

を
講
じ
る
こ
と
は
難
し
い
で
す

が
、
必
要
性
や
優
先
度
を
整
理

し
な
が
ら
、
今
後
の
社
会
情
勢

を
踏
ま
え
、
見
直
し
も
検
討
し

ま
す
。

※
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
新
被

害
想
定
に
伴
う
見
直
し
に
つ
い

て
も
質
問
し
ま
し
た
。

宮下　成美
大柿高校の維持に向けた取り組みの強化を！

答 入学者確保に向けて学校と連携し支援を進めます

岡野　数正
農業を目指す担い手をどのように育成するのか？

答 新規就農者研修制度により担い手を確保するとともに、就農に必
要な設備投資や規模拡大などに対して支援を行います

問

問

問

問

問

問

林道入野線にある防火水槽大柿高等学校

　江田島市農業研修ハウス

費
や
公
営
塾
、
台
湾
へ
の
修
学

旅
行
費
の
補
助
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
支
援
に

よ
り
、
国
公
立
・
有
名
私
立
大

学
へ
の
合
格
者
を
輩
出
し
、
令

和
６
年
度
の
大
学
進
学
率
は
過

去
10
年
で
最
高
の
37
％
を
達
成
。

就
職
希
望
者
の
進
路
未
決
定
も

ゼ
ロ
で
し
た
。
英
語
検
定
準
１

級
合
格
者
や
、
カ
ヌ
ー
部
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
出
場
・
入
賞
と
い
っ

た
顕
著
な
成
果
も
出
て
い
ま
す
。

今
後
も
高
校
存
続
に
向
け
た
支

援
を
継
続
し
ま
す
が
、
近
年
入

学
者
が
減
少
傾
向
に
あ
る
た
め
、

事
業
内
容
を
再
検
証
し
、
生
徒

増
加
と
魅
力
向
上
に
向
け
た
効

果
的
な
支
援
を
学
校
と
連
携
し

て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市
と
高
校
を
つ
な
ぐ
人
材

を
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制

度
等
を
活
用
し
配
置
し
て
は
ど

う
か
。

教
育
部
長
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
て
い
た
際

は
入
学
者
数
が
40
人
を
最
大
と

し
て
30
人
台
半
ば
を
維
持
す
る

こ
と
が
で
き
て
お
り
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
実
績
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
地
域

お
こ
し
協
力

隊
を
含
め
た

新
た
な
配
置

に
つ
い
て
も

検
討
し
ま
す
。



一般質問 一般質問

9 8江田島市議会だより 第 83号
令和７年８月１日発行

江田島市議会だより 第 83号
令和７年８月１日発行

国
の
方
針
と
し
て
地
方
創

生
2
・
0
が
掲
げ
ら
れ
、

総
務
省
地
域
創
造
グ
ル
ー
プ
に

お
い
て
、「
人
の
流
れ
の
創
出
」

「
地
域
経
済
循
環
の
拡
大
と
雇

用
の
確
保
」
と
銘
打
っ
て
地
方

創
生
事
業
を
進
め
よ
う
と
し
て

い
る
。
う
ま
く
活
用
で
き
な
い

も
の
か
伺
う
。

　
ま
ず
、
１
点
目
は
特
定
地
域

づ
く
り
協
同
組
合
に
つ
い
て
。

以
前
質
問
し
た
際
に
「
ニ
ー
ズ

の
把
握
と
情
報
収
集
に
努
め

る
」
と
の
回
答
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

市
長
こ
の
制
度
の
目
的
は
、

移
住
者
に
、
地
域
の
仕
事
を
体

験
す
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
人
手
不
足
に
悩
む
、
地
域

産
業
の
担
い
手
を
確
保
す
る
こ

と
で
す
。
今
年
３
月
、
地
域
事

業
者
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
伺
っ
た
意
見
を
基
に
、

ま
ず
は
、
こ
の
事
業
の
実
施
を

求
め
て
い
る
事
業
者
が
ど
の
程

度
い
る
の
か
、
地
域
の
事
業
者

の
意
向
を
十
分
に
確
認
し
た
上

で
、
事
業
実
施
の
可
能
性
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

令
和
３
年
度
か
ら
取
り
組

ま
れ
て
い
る
広
島
県
パ
ッ

ケ
ー
ジ
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

美濃　英俊
江田島市の将来を担う働き手を、どう確保するのか？

答 広島県パッケージ型インターンシップの継続と併せ、　　
その他の働き手確保事業も研究し、検討しています　

事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

　
学
生
・
企
業
共
に
満
足
度
の

高
い
事
業
で
は
あ
っ
た
が
、
参

加
し
た
学
生
が
少
な
い
と
の
こ

と
。
今
後
、
参
加
す
る
学
生
が

増
え
て
採
用
に
つ
な
げ
る
た
め

に
は
、
現
在
ど
の
よ
う
な
課
題

が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が

必
要
と
考
え
る
か
。

産
業
部
長
本
事
業
は
、
学
生

の
皆
さ
ま
が
地
域
産
業
を
肌
で

感
じ
、
地
域
内
就
職
を
考
え
る

た
め
の
き
っ
か
け
を
提
供
す
る

も
の
で
す
。
ま
ず
は
江
田
島
市

内
の
多
様
な
仕
事
を
知
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
、
そ
の

上
で
、
達
成
感
を
得
ら
れ
、
よ

り
関
心
と
理
解
の
深
ま
り
が
期

待
で
き
る
、
有
給
の
長
期
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
と
つ
な
が
る

よ
う
な
仕
組
み
を
構
築
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

問問

問

問

観
光
潮
干
狩
り
に
対
す
る

本
市
の
現
在
の
取
り
組
み

と
考
え
は
。

市
長
本
市
に
は
、
観
光
潮
干

狩
り
を
楽
し
め
る
干
潟
が
、
江

田
島
町
に
４
か
所
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
漁
業
者
の
収
入

源
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
本
市

が
掲
げ
る
交
流
人
口
の
拡
大
に

も
資
す
る
、
重
要
な
取
り
組
み

で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ア
サ
リ
漁

場
を
維
持
す
る
た
め
に
稚
貝
を

放
流
し
て
も
、
生
育
し
な
い
事

態
が
続
き
、
観
光
潮
干
狩
り
に

よ
る
収
益
が
見
込
め
な
く
な
り

ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
事
業
主
体
で
あ

る
漁
業
協
同
組
合
で
は
、
事
業

継
続
は
困
難
と
の
判
断
を
せ
ざ

る
を
得
ず
、
現
在
、
本
市
に
お

け
る
観
光
潮
干
狩
り
は
全
て
休

止
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
本

市
で
は
、
平
成
23
年
度
に
広
島

大
学
と
の
地
域
連
携
推
進
事
業

を
活
用
し
、
江
南
と
切
串
の
干

潟
で
、
ア
サ
リ
の
食
害
防
止
に

関
す
る
調
査
を
実
施
し
、
そ
の

後
も
、
沖
漁
協
に
よ
る
ア
サ
リ

放
流
試
験
や
水
産
技
術
セ
ン

タ
ー
の
技
術
的
課
題
解
決
支
援

事
業
な
ど
を
活
用
し
て
、
調
査

を
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら

効
果
的
な
対
策
が
見
い
出
せ
て

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

本
市
の
外
国
人
市
民
の
割

合
は
他
市
町
よ
り
高
く
、

４
％
を
超
え
る
が
、
今
後
、
在

留
資
格
制
度
が
変
わ
り
、
外
国

人
市
民
の
さ
ら
な
る
増
加
が
推

測
さ
れ
、
多
文
化
共
生
の
一
層

の
推
進
が
必
要
で
あ
る
。
偏
見

や
差
別
意
識
解
消
に
向
け
た
市

民
の
意
識
啓
発
の
考
え
を
問
う
。

市
長
令
和
５
年
度
策
定
の

「
江
田
島
市
多
文
化
共
生
プ
ラ

ン
」
に
よ
り
、
多
文
化
共
生
の

意
識
づ
く
り
や
国
際
交
流
に
取

り
組
み
、
国
際
ヒ
ュ
ー
マ
ン

フ
ェ
ス
タ
、
国
際
ス
ポ
ー
ツ
交

流
会
、
え
た
じ
ま
日
本
語
ク
ラ

ブ
の
開
催
や
、
地
域
で
の
交
流

イ
ベ
ン
ト
開
催
も
あ
り
、
外
国

人
と
日
本
人
市
民
の
顔
と
顔
の

見
え
る
関
係
性
づ
く
り
が
進
み
、

多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
た
意
識
の
醸
成
が
は
か
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま

な
交
流
行
事
に
取
り
組
み
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
市

民
は
興
味
を
持
つ
一
部
の

方
に
限
ら
れ
、
日
常
生
活
で
は

偏
見
や
差
別
意
識
が
あ
る
よ
う

に
思
う
。
顔
と
顔
の
見
え
る
関

係
性
を
つ
く
る
た
め
、
広
報
紙

や
防
災
行
政
無
線
放
送
を
活
用

し
「
外
国
人
市
民
に
出
会
っ
た

ら
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
ょ
う
」

と
啓
発
し
て
は
。
異
国
で
の
生

活
は
誰
も
が
心
細
く
話
し
か
け

筧本　　語
重要な観光資源である観光潮干狩りの復活を！

答 現時点での観光潮干狩りの再開、および観光振興策と
しての取り組みは困難な状況です

長坂　実子
偏見や差別意識を解消し、多文化共生社会の実現を！

答 交流事業や市民啓発の推進、学校教育で多文化共生を
意識したカリキュラムを充実させます　

問

問

問

問

現
在
の
情
報
発
信
手
段
の

評
価
と
課
題
は
。

市
長
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
用

す
る
も
の
や
広
報
紙
、
チ
ラ
シ

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ツ
ー
ル
を

活
用
し
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け

安
価
に
多
く
の
方
々
に
情
報
が

届
く
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ま
に
必
要
な
情
報
を

し
っ
か
り
と
伝
え
る
こ
と
が
課

題
で
あ
り
、
情
報
発
信
の
方
法

を
さ
ら
に
工
夫
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

情
報
発
信
す
る
側
の
努
力

も
必
要
で
あ
る
が
、
情
報

を
適
切
に
収
集
、
理
解
し
、
活

用
す
る
能
力
で
あ
る
情
報
リ
テ

ラ
シ
ー
の
向
上
が
市
民
に
求
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
啓
発
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る

の
か
。

企
画
部
長
例
え
ば
市
内
で
詐

欺
電
話
や
詐
欺
メ
ー
ル
等
の
事

案
が
あ
っ
た
場
合
は
、
広
報
紙

や
防
災
行
政
無
線
放
送
に
よ
り

周
知
を
は
か
り
、
小
中
学
校
で

は
情
報
モ
ラ
ル
を
含
む
情
報
活

用
能
力
に
関
す
る
学
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
庁
に
お

い
て
「
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現

に
向
け
た
重
点
計
画
」
が
策
定

さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
国
等

の
動
き
に
呼
応
し
な
が
ら
啓
発

を
は
か
り
ま
す
。

平本　美幸
市民に「届け・伝わり・理解される」情報発信を！

答 より届きやすい方法により、情報の伝達・周知をはかり　　
ます　　

問

問
必
要
な
方
に
必
要
な
情
報

を
分
か
り
や
す
く
提
供
す

る
た
め
、
ホ
ー
ム
ー
ペ
ー
ジ
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
必
要
で
は
な

い
か
。

企
画
部
長
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
関
し
て
は
デ
ザ
イ
ン
の
古

さ
や
情
報
を
取
得
す
る
ま
で
の

経
路
が
簡
潔
に
整
理
さ
れ
て
い

な
い
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

市
の
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
引

き
続
き
前
向
き
に
検
討
し
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
社
会
に
お
い
て

円
滑
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
、
市
職
員
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
に
向
け
て
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の

か
。企

画
部
長
研
修
へ
の
積
極
的

な
参
加
や
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
自

動
処
理
技
術
「
Ｒ
Ｐ
Ａ
」
を
活

用
し
た
事
例
の
発
表
を
行
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
今
後
は
市

の
業
務
を
運
営
す
る
た
め
に
職

員
が
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
順
応
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
の
機
会
の
確
保
に
努
め

ま
す
。

に
く
い
も
の
。
文
化
の
違
い
で

生
ま
れ
る
行
き
違
い
も
、
会
話

に
よ
り
解
消
で
き
る
と
思
う
。

市
民
生
活
部
長
自
然
に
あ
い

さ
つ
す
る
関
係
性
を
築
く
た
め
、

日
本
人
か
ら
先
に
声
を
掛
け
る

よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
に
啓
発
し
ま

す
。

学
校
生
活
で
差
別
的
な
こ

と
が
起
こ
る
可
能
性
を
危

惧
す
る
。
国
際
理
解
や
多
文
化

共
生
へ
の
取
り
組
み
が
今
以
上

に
必
要
で
あ
る
。
海
外
へ
の
修

学
旅
行
や
語
学
研
修
を
し
て
は
。

教
育
部
長
異
な
る
文
化
や
価

値
観
を
尊
重
し
、
柔
軟
に
対
応

す
る
姿
勢
と
能
力
が
身
に
付
く

有
効
な
手
段
で
す
が
、
費
用
面

な
ど
の
課
題
を
研
究
し
ま
す
。

お
わ
り
に

　
海
外
へ
の
修
学
旅
行
や
語
学

研
修
は
、
本
市
の
教
育
を
魅
力

化
し
、
か
つ
、
偏
見
に
と
ら
わ

れ
な
い
新
し
い
価
値
観
を
受
け

入
れ
る
社
会
風
土
に
変
え
る
こ

と
に
役
立
つ
。
将
来
を
担
う
こ

ど
も
た
ち
へ
の
貴
重
な
投
資
と

し
て
実
現
し
て

ほ
し
い
。

※
そ
の
他
、
路

線
バ
ス
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し

た
。

問
観
光
潮
干
狩
り
に
対
し
て

本
市
の
今
後
の
考
え
と
取

り
組
み
は
。

市
長
本
市
と
し
て
は
、
観
光

潮
干
狩
り
は
誘
客
に
資
す
る
有

益
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
長
く

使
用
さ
れ
て
い
な
い
干
潟
の
再

整
備
や
、
定
着
が
不
透
明
な
ア

サ
リ
の
稚
貝
放
流
に
多
大
な
予

算
と
時
間
を
費
や
す
こ
と
は
、

現
実
的
に
は
困
難
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
収
益
の
見
通
し
が
立

た
な
い
状
況
に
お
い
て
、
各
漁

業
協
同
組
合
に
事
業
の
再
開
を

求
め
る
こ
と
も
難
し
く
、
現
時

点
で
の
観
光
潮
干
狩
り
の
再
開
、

お
よ
び
観
光
振
興
策
と
し
て
の

取
り
組
み
は
困
難
な
状
況
で
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
小
用

の
干
潟
で
は
、
漁
業
協
同
組
合

が
主
体
と
な
っ
て
、
ア
サ
リ
の

復
活
に
向
け
た
調
査
・
研
究
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
と
し
て
は
、
観
光
潮
干

狩
り
の
再
開
に
は
、
多
く
の
課

題
を
克
服
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た

取
り
組
み
に
成
果
を
見
い
出
す

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ア
サ
リ
資

源
の
復
活
に

向
け
て
支
援

し
て
い
き
た

い
と
考
え
て

い
ま
す
。

地域資源の
有効活用を！
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上本　雄一郎
ごみの減量化を一層進め、財政構造の転換を！

答 リサイクル広場をはじめ、ごみの減量化に向けた取り組み　　
は、効果を見極めながら積極的に取り入れます　　

来
年
度
か
ら
呉
市
は
プ
ラ

ご
み
の
分
別
収
集
を
始
め

る
。
本
市
の
財
政
へ
の
影
響
は
。

市
長
呉
市
の
可
燃
ご
み
搬
入

量
は
、
年
間
、
約
２
４
０
０
ト

ン
削
減
可
能
と
試
算
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
本
市
の
可
燃
ご
み
は
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
く
れ
で
焼
却
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
の
ご
み

の
比
重
が
増
し
、
負
担
割
合
が

増
え
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
今
後
、
本
市
の
財
政
負
担
へ

の
影
響
を
分
析
し
、
ご
み
収
集

の
在
り
方
を
検
討
し
ま
す
。

行
政
文
書
等
古
紙
の
売
払

い
お
よ
び
溶
解
処
分
に
係

る
入
札
を
実
施
し
て
は
。

市
長
本
市
で
は
、
個
人
情
報

を
含
ま
な
い
文
書
は
リ
サ
イ
ク

ル
し
て
い
る
一
方
で
、
個
人
情

報
を
含
む
文
書
は
最
終
的
に
は

焼
却
処
分
を
し
て
い
ま
す
。

　
お
尋
ね
の
入
札
に
つ
い
て
は
、

他
市
町
の
取
り
組
み
状
況
と
効

果
を
聞
き
取
り
、
ど
の
程
度
の

ボ
リ
ュ
ー
ム
な
ら
買
取
り
可
能

か
、
採
算
性
は
あ
る
の
か
な
ど

実
現
可
能
性
を
検
討
し
ま
す
。

不
用
品
等
の
利
活
用
を
進

め
る
「
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
」

を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
問問問

市
長
県
内
22
市
町
の
取
り
組

み
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
ご
み

と
し
て
回
収
し
た
も
の
の
中
か

ら
再
利
用
可
能
な
も
の
を
有
償

で
販
売
す
る
自
治
体
が
一
つ
、

個
人
の
持
ち
込
ん
だ
品
物
を
有

償
で
販
売
す
る
自
治
体
が
二
つ
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
再
利
用
の
取

り
組
み
を
支
援
す
る
自
治
体
が

六
つ
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
財

源
確
保
の
ほ
か
、
ご
み
の
減
量

化
や
循
環
型
社
会
の
形
成
に
寄

与
す
る
も
の
で
す
が
、
保
管
場

所
や
人
材
の
確
保
も
必
要
で
す
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
を
は
じ
め
、

ご
み
の
減
量
化
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
効
果
を
見
極
め
な
が
ら
、
積

極
的
に
取
り
入
れ
ま
す
。

クリーンセンターくれで
現地調査を実施

市内の可燃ごみを集積
する市リレーセンター

議長の公務内容の一部をお知らせします。

その他は右記ＱＲコードから→

石油基地防災対策都市議会
協議会第91回総会5/21 江田島市シルバー人材セン

ター令和７年度定時総会5/30

議 長 日 誌

総会の様子 あいさつの様子

主
な
活
動
内
容

３
月
27
日

　
　 

聞
き
取
り
調
査

（
企
画
部
）

◦
旧
ユ
ウ
ホ
ウ
紡
績
工
場
跡
地
の
経
緯
お
よ
び
今

後
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

（
総
務
部
）

◦
江
田
島
市
行
財
政
経
営
計
画
に
つ
い
て
、
以
前

に
策
定
し
た
も
の
を
見
直
し
、
令
和
７
年
３

月
に
行
財
政
経
営
計
画
の
策
定
が
完
了
し
た

こ
と
の
説
明
を
受
け
た
。

調
査
の
概
要

ユ
ウ
ホ
ウ
紡
績
工
場
跡
地
に
つ
い
て

（
経
過
状
況
）

⃝�総会に出席し、活動方針等を決定
しました。

⃝�定時総会に出席し、祝辞を述べま
した。

◦
令
和
７
年
２
月
３
日

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
り
相
手

方
へ
結
果
通
知

◦
令
和
７
年
２
月
５
日

　

�

議
会
全
員
協
議
会
に
て
市
か
ら
報
告

◦
令
和
７
年
３
月
27
日

総
務
文
教
常
任
委
員
会
に
て
市
か
ら

経
過
報
告

◦
令
和
７
年
６
月
２
日

　
５
１
４
０
万
円
で
市
が
仮
契
約

◦
令
和
７
年
６
月
３
日

議
会
全
員
協
議
会
に
て
市
か
ら
報
告

◦
令
和
７
年
６
月
18
日

市
有
財
産
有
償
譲
渡
の
議
案
の
提
出

総
務
文
教
常
任
委
員
会
へ
付
託

◦
令
和
７
年
６
月
19
日

総
務
文
教
常
任
委
員
会
に
て
議
案
可

決
◦
令
和
７
年
６
月
27
日

本
会
議
に
て
可
決

取
り
組
み
状
況

◦
27
項
目
に
て
改
革

・
事
務
事
業
総
点
検
の
実
施

・�

成
果
志
向
に
よ
る
施
策
・
事
業
の

構
築

・�

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
施
策

の
推
進

・�

補
助
制
度
・
使
用
料
・
手
数
料
の

見
直
し

・�

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
・
デ
ジ
タ
ル
化

・
外
郭
団
体
等
の
適
正
運
営
の
推
進

・�

人
事
評
価
と
職
員
研
修
を
活
用
し

た
人
材
育
成

・�

多
様
な
行
政
課
題
に
対
応
で
き
る

人
材
の
確
保

・
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り　
な
ど

◦
財
政
運
営
の
健
全
化

未
利
用
財
産
の
売
却

財
政
運
営
目
標
の
設
定

←

「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
に

基
づ
く
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

←

第
３
次
定
員
適
正
化
計
画
を
策
定

・�

定
員
管
理
の
現
状
と
課
題
を
考
慮

し
、
計
画
的
な
職
員
採
用
を
実
施

す
る
。

・�

役
職
定
年
者
や
再
任
用
職
員
の
職

務
経
験
を
生
か
し
た
人
材
の
活
用

に
取
り
組
む
。

←

第
５
次
行
財
政
改
革
大
綱
を
策
定

・�

歳
入
規
模
に
見
合
っ
た
持
続
可
能

な
財
政
運
営

・
人
口
減
少
を
見
据
え
た
行
政
運
営

・�

時
代
に
沿
っ
た
意
識
改
革
と
人
材

確
保
等
の
推
進

←

「
豊
か
な
恵
み
と
ぬ
く
も
り
で　
み
ん

な
が
輝
き
活
躍
で
き
る　
え
た
じ
ま
」

の
実
現

行
財
政
経
営
計
画
に
つ
い
て
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政務活動費の使い道政務活動費の使い道政務活動費の使い道
産
業
部
、
土
木
建
築
部
、
農
業
委
員
会
、
市
民
生
活
部
、
福
祉

保
健
部
お
よ
び
福
祉
事
務
所
の
所
管
に
関
す
る
事
務

主
な
活
動
内
容

５
月
29
日

◦
現
地
調
査
と
協
議

　
◦�

産
業
部
よ
り
「
深
江
地
区
オ
リ
ー
ブ
園
」

の
説
明
を
受
け
、
現
地
調
査
を
行
い
、
オ

リ
ー
ブ
振
興
事
業
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　
◦�

土
木
建
築
部
よ
り
「
深
江
地
区
災
害
土
砂

処
分
場
」
の
説
明
を
受
け
、
現
地
調
査
を

行
い
、
協
議
し
た
。

◦
報
告
事
項

　
◦�

土
木
建
築
部
よ
り
高
田
桟
橋
連
絡
橋
の
老

朽
化
対
策
に
つ
い
て

６
月
20
日

　
　 

聞
き
取
り
調
査
（
産
業
部
）

　
◦�

江
田
島
市
観
光
戦
略
チ
ー
ム
「
一
歩
」
の

取
り
組
み
と
今
後
の
観
光
振
興
に
つ
い
て

　
◦�

地
域
特
産
品
販
売
所
「
え
た
じ
ま
ー
れ
」

に
つ
い
て

調
査
の
概
要

　
本
来
で
あ
れ
ば
、
今
年
度
か
ら
新
た

に
「
江
田
島
市
オ
リ
ー
ブ
振
興
計
画
」

の
取
り
組
み
が
始
ま
る
べ
き
だ
が
、
ま

だ
計
画
が
で
き
て
い
な
い
。

　
オ
リ
ー
ブ
振
興
事
業
の
目
指
す
べ
き

方
向
性
を
確
認
す
る
た
め
、
オ
リ
ー
ブ

栽
培
の
生
産
拠
点
で
あ
る
「
深
江
地
区

オ
リ
ー
ブ
園
」
の
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

目
的
オ
リ
ー
ブ
振
興
事
業
に
つ
い
て

委
員
会
で
の
主
な
意
見

◦�

多
く
の
オ
リ
ー
ブ
が
枯
れ
、
小
さ
な

苗
木
が
植
え
替
え
ら
れ
て
い
た
。
長

年
の
取
り
組
み
の
成
果
と
し
て
は
非

常
に
残
念
な
現
状
で
あ
る
。

◦�

の
り
面
復
旧
工
事
の
た
め
、
当
初
予

算
に
２
７
５
万
円
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
工
事
や
土
壌
改
良
の
必
要
性
を

十
分
に
調
べ
、
農
地
の
適
切
な
維
持

管
理
に
努
め
て
ほ
し
い
。

◦�
「
江
田
島
オ
リ
ー
ブ
」
が
広
く
認
知

さ
れ
た
こ
と
は
成
果
と
し
て
評
価
す

る
が
、「
オ
リ
ー
ブ
栽
培
は
簡
単
に

で
き
る
」
と
の
当
初
の
見
込
み
は
外

れ
、
収
穫
量
は
目
標
に
全
く
到
達
せ

ず
、
今
後
さ
ら
な
る
発
展
的
展
開
は

期
待
で
き
な
い
。
深
江
地
区
オ
リ
ー

ブ
園
で
す
ら
、
栽
培
に
苦
慮
し
、
難

令和６年度政務活動費の収支状況
（単位：円）

会 派 名 政友会
（８人）

尽誠会
（３人）※ 山本　一也 沖元　大洋 平川　博之 平本　美幸 筧本　　語

交  付  額（a） 1,440,000 645,000 180,000 180,000 180,000 75,000 180,000
支

出

科

目

調査研究費 105,600 47,300 13,200 13,200 13,200 5,500 13,200
研 修 費 454,070 115,494 0 0 87,270 0 20,220
広 報 費 0 322,907 0 0 0 0 0
資料作成費 11,904 0 0 0 0 0 0
資料購入費 65,760 0 0 0 0 0 0

支出額合計（b） 637,334 485,701 13,200 13,200 100,470 5,500 33,420
返 還 額

（ a ）‒（ b ） 802,666 159,299 166,800 166,800 79,530 69,500 146,580

主な支出

全国市議会議
長会研究フォ
ーラム旅費
タブレット端
末利用負担金

市町村長等・
議会議員特別
セミナー旅費
尽誠会だより
２回発行経費

タブレット端
末利用負担金

タブレット端
末利用負担金

全国市議会議
長会研究フォ
ーラム旅費
タブレット端
末利用負担金

タブレット端
末利用負担金

地方議員研究会
参加費
タブレット端
末利用負担金

　
永
年
に
わ
た
り
、
地
方
自
治
の
発
展
に
寄
与

し
た
功
績
に
対
し
て
、
次
の
通
り
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

永
年
勤
続

永
年
勤
続      
議
員
表
彰

議
員
表
彰

全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰

議
員
15
年
以
上
　

　
上
松
　
英
邦
　
副
議
長

　
吉
野
　
伸
康
　
議
員

　
沖
　
也
寸
志
　
議
員

会派所属議員　（令和７年３月31日時点）
政友会…　浜西 金満、吉野 伸康、上松 英邦、沖 也寸志、酒永 光志、長坂 実子、古居 俊彦、上本 雄一郎
尽誠会…　岡野 数正、美濃 英俊、宮下 成美　※平本議員は令和６年10月31日まで所属

　政務活動費とは、議員が調査研究その他の活動を行うために経費の一部として交付さ
れるものです。本市では、会派（所属議員が１人の場合を含む）に対して、会派の所属
議員×年額18万円が年度当初に交付されます。年度末には、支出を証明する領収書等
を添付した収支報告書を議長に提出し、残額がある場合は市へ返還します。

江田島市議会では、令和６年12月より、常任委員会
の録画映像を動画で配信しています。右記のQRコー
ドを読み取り、注意事項をご確認の上、YouTubeバ
ナーをクリックしていただくと、動画配信サイト
（YouTube）へ移行し、視聴できます。

で検索江田島市議会　YouTube

航
す
る
状
況
が
う
か
が
え
る
。
今
後

の
オ
リ
ー
ブ
振
興
の
方
針
は
、
収
穫

量
を
上
げ
る
こ
と
か
ら
、
ブ
ラ
ン
ド

を
残
す
こ
と
に
切
り
替
え
、
オ
リ
ー

ブ
振
興
事
業
の
縮
小
を
検
討
す
べ
き

で
あ
る
。

◦�

本
市
に
は
、
オ
リ
ー
ブ
の
他
に
も
花

き
や
柑
橘
、
き
ゅ
う
り
な
ど
の
特
産

品
が
あ
る
。
オ
リ
ー
ブ
に
こ
れ
以
上

特
別
に
予
算
を
か
け
ず
、
オ
リ
ー
ブ

振
興
室
の
在
り
方
も
含
め
て
検
討
し

直
す
時
期
に
来
て
い
る
。

◦�

市
が
今
後
も
オ
リ
ー
ブ
を
積
極
的
に

振
興
す
る
な
ら
、
市
民
が
納
得
で
き

る
明
解
な
説
明
を
求
め
た
い
。
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市民の声

議会から一言議会から一言

市民の声

議会広報特別委員が幅広い年代の市民の方に
インタビューを行っています。

議会の広報についてどう思う？

　
私
は
、
３
人
の
子
供
を
育
て
て
い

る
母
親
で
す
。
私
に
と
っ
て
、
議
会

だ
よ
り
は
市
民
の
声
を
知
れ
る
大
事

な
情
報
源
の
一
つ
で
す
。

　
江
田
島
市
は
温
暖
で
子
育
て
に
関

し
て
は
、
住
み
や
す
く
育
て
や
す
い

町
だ
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
交
通
の
ア
ク
セ
ス
の
不

便
さ
、
医
療
に
つ
い
て
は
正
直
も
う

少
し
な
気
持
ち
は
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
こ
の
町
で
江
田
島
の
未

来
を
背
負
っ
て
い
く
市
民
と
し
て
、

分
か
り
や
す
く
情
報
収
集
で
き
る
議

会
だ
よ
り
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

�

山や
ま
も
と本　
史ふ
み
絵え　
さ
ん

　
議
会
だ
よ
り
が
見
や
す
さ
を
重
視

し
て
い
る
点
は
分
か
り
ま
す
。

　
ど
う
か
と
思
う
の
は
一
般
質
問
で

す
。
言
い
っ
放
し
で
、
追
跡
調
査
が

な
い
。
こ
れ
で
は
興
味
を
持
っ
た
人

も
、
や
が
て
読
ま
な
く
な
る
。

　
質
問
後
の
経
過
報
告
を
す
る
べ
き

と
思
い
ま
す
。

�

中な
か

田た　
貴た
か
の
り教　

さ
ん

　
紙
面
が
明
る
く
な
っ
て
読
み
や
す

く
な
り
ま
し
た
。
も
っ
と
早
く
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
ほ
し
か
っ
た
で
す

ね
。
動
画
配
信
は
い
い
試
み
だ
と
思

う
の
で
、
も
っ
と
市
民
に
知
ら
せ
て

ほ
し
い
で
す
。

�

Ａ
・
М　
さ
ん

　がんばっているのは分かるが、
こどもやお年寄りには少し難し
くないかな。
　もう少し優しくしたほうが良
いのではないかと思う。
　あと、議会アドベンチャーを
見て思ったが、市民の声は世代
を固めてみたほうが良いと思う。

　

議
会
だ
よ
り
は
写
真
入
り
の
カ

ラ
ー
で
と
て
も
見
や
す
く
、
議
員
さ

ん
の
活
動
、
定
例
会
の
内
容
が
分
か

り
や
す
く
書
か
れ
て
あ
り
、
い
つ
も

興
味
深
く
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
方
が

関
心
を
持
ち
、
よ
り
良
い
江
田
島
市

に
な
る
と
い
い
で
す
。

�

М
・
Ｙ　
さ
ん

　
広
報
紙
が
見
や
す
く
な
り
、
内
容

も
分
か
り
や
す
く
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
た
だ
、
も
う
少
し
深
い
議
論
の

中
身
も
知
り
た
い
で
す
。

　
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
は
便
利
そ
う
な
の

で
今
後
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
す
。

�

Ｓ
・
М　
さ
ん

　
見
た
こ
と
は
あ
る
し
、
見
や
す
く

な
っ
た
と
思
う
。

　
議
会
の
広
報
を
通
じ
て
外
国
人
以

外
の
人
口
増
加
に
も
つ
な
が
っ
た
ら

い
い
と
思
う
。�

�

Ｎ
・
М　
さ
ん

　議会の広報について、市民の
声としてトピックに取り上げる
など、今後課題が多くある中で
しっかりと進んでいるのではと
感じました。
　高齢化社会の現状は、市の活
動で変わっていけるのではない
かと感じています。

　
読
ん
だ
こ
と
は
あ
る
。

　
読
み
や
す
く
な
っ
た
と
思
う
。

�

Ｔ
・
Ｎ　
さ
ん

　移住者にも今の江
田島がどのような活
動をしているか、ど
のような取り組みを
しているかなど、分
かりやすい記載がさ
れていて、読みやす
いと感じました。

　
い
つ
も
議
会
だ
よ
り
を
読
ん
で
い

ま
す
。
私
は
中
町
の
サ
ロ
ン
「
り

ん
」
に
て
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
意

欲
的
に
挑
戦
す
る
仲
間
達
か
ら
日
々

刺
激
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
議
会
も
広
報
・
広
聴
活
動
の
み
な

ら
ず
、
絶
え
ず
新
し
い
こ
と
に
挑
戦

し
続
け
て
く
だ
さ
い
。

井
い で
手　浩

ひろかず
和　さん

藤
ふじ
田
た
　哲

てつ
也
や
　さん

沖
おき
田
た
　昭

しょうこ
子　さん

　インタビューにご協力いただき、ありがとうございました。
　読みやすくなった紙面や動画配信への期待など、皆さんの
声は広報や議会の在り方を見直す大きなヒントになりました。
　これからも「もっと伝わる議会」を目指して工夫を続けま
すので、お気軽にお声掛けください！

小
お の
野　愛

めぐみ
　さん

　たまに見かける。
　変わったと思うし、
見やすくなった。

岡
おか
田
だ
　健

たけ
瑠
る
　さん

　以前より、オ
シャレで読みや
すくなってる！

後
ご
藤
とう
　峻
しゅん
　さん
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委員長　　宮下　成美
委　員　　長坂　実子
委　員　　美濃　英俊

副委員長　上本　雄一郎　　
委　員　　古居　俊彦
委　員　　筧本　　語

議会広報特別委員会

次回の定例会は
８月25日（月）午前10時開会予定

※日程は変更となる場合があります。
　詳細は、定例会が開催されるおおむね１週間前に
　江田島市議会ホームページに掲載します。

令和７年６月までの累計 ▶▶▶
議会傍聴メーター議会傍聴メーター

令和７年中に議会・委員会の傍聴に来られた方をカウントします。

Q：消防隊員に求められる資質や心構えは？
　これまでの消防人生を踏まえ、私の行き着いた
答えは「江田島市消防本部信条」そのものでした。
　時代とともに、考え方や働き方なども変化して
きましたが、今も昔もそしてこれから
も「公務員として倫理観を持ち市民の
安心・安全のため組織をあげて消防の
責任を全うできる者」こそが消防士た
り得ると思います。
� 入隊32年目��川嵜�隆史さん

Q：消防隊員を志したきっかけは？
　中学３年生の時に起きた東
日本大震災の際に、何もでき
ない自分に無力感を感じ、現
場に一番に出向いて命を救う
仕事をしたいと思い、消防士
を志しました。

� 入隊７年目　谷内�眞央さん

Q：どのような消防隊員を目指すのか？
　信頼される消防隊員を目指します。「こいつに

なら任せられる」と思って
いただけるように今後の消
防人生精進していきます。

�入隊４年目　川本�透空さん

消防隊員Ｑ & Ａ

【江田島市消防本部信条】
•��職責を自覚し、時勢と場を鑑みて消防行政の
推進に努めます。
•�信頼と期待される消防人となるよう努めます。
•�相互信頼と協調の精神で組織の強化に努めます。
•�豊かな感性と創造性を持ちます。
•�職員同士における礼儀と信義を重んじます。

インタビュー対象者

第1警防係長� 川
かわさき
嵜�隆

たかふみ
史さん��

第1消防係副主任� 谷
たにうち
内�眞

ま お
央さん

第1消防係員� 川
かわもと
本�透

すな お
空さん��

江田島市消防本部江田島消防署は、市民の安全と安心を
守るため、日々災害対応や予防活動に取り組んでいます。
火災・救急・救助など多様な任務を担い、地域に密着し
た活動を展開。防火・防災講習などを通じて、市民と連
携しながら災害に強いまちづくりを目指しています。

密着リポート

　「最近、消防本部の公式 Instagramが面白いですね」。インタビューの
終了後、まだ少し緊張している様子の川本さんに、場を和ませようと声を
掛けてみました。すると、一気に表情が和らぎ、「各隊が持ち回りでアイ
デアを出しながら、動画などを工夫して制作しているんです」と、にこや
かに答えてくださいました。ちなみに、私が拝見した腕立て伏せを取り入
れたダンス動画には、川本さんご自身も出演されていたとのこと。こうし
た PR活動に隊員の皆さんが自ら積極的に参加している姿勢に触れ、私た
ちの方がかえって良い刺激を受けたインタビューとなりました。 訓練中の消防隊員

インタビューを終えて


